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（３）高齢者人口の分布 

 管内市町村の高齢化率（65歳以上人口の割合）は、33.8%（令和２年（2020年））と全

道平均（32.2％）を上回っており、合計特殊出生率が比較的高いと言われる猿払村や幌延

町でも 21%を超えるなど、本地域の全市町村が超高齢化社会の基準（高齢化率 21％超）

に達しています。 

 

 

 

（出典：総務省統計局「令和２年国勢調査」 

（https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2020/kekka.html）をもとに作成） 

図 3−9 市町村毎の高齢化率（令和 2年（2020 年）） 
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（４）観光の動向 

 本地域の観光入込客数は、平成 14年度（2002年度）の約 300万人をピークに逓減し、

新型コロナウイルス感染症の感染拡大前は年間 180万～200万人程度で推移していまし

た。令和２年度（2020年度）以降、コロナ禍の行動制限で入込客数は大きく減少していま

したが、令和４（2022）年度には、164万人（コロナ禍前の約８割の水準）まで回復しま

した。 

 外国人宿泊客数も令和元年度（2019年度）まで増加傾向にありましたが、新型コロナウ

イルス感染症に係る入国制限措置などにより、極めて大きな影響を受け、令和４年度

（2022年度）においても、1,678人とコロナ禍前の約１割の水準となっており、今後のイ

ンバウンドの回復に期待が寄せられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：北海道経済部観光局観光振興課「北海道観光入込客数調査報告書」

（https://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kkd/irikomi.html）をもとに作成） 

図 3−10 観光入込客数・外国人宿泊者数の推移 
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本地域の観光資源は、「利尻礼文サロベツ国立公園」や「ラムサール条約登録湿地」（サ

ロベツ原野、クッチャロ湖）などの雄大な自然をはじめ、北海道本島最北の地「宗谷岬」

や全長約 16kmにも及ぶ直線である「エサヌカ線」などがあります。これらの観光資源の

多くは各市町村の市街地から外れた場所にあるため、公共交通機関で赴くことが難しく、

移動に多くの時間を要します。 

また、観光施設として、稚内市、猿払村、浜頓別町、中頓別町、枝幸町には道の駅があ

り、管内の長距離移動の際の休憩場所となっています。その他、稚内市の開基百年記念塔

や幌延町のトナカイ観光牧場などの観光施設があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：宗谷総合振興局商工労働課「令和５年度（2023年度）管内概要（観光）」 

資料をもとに作成） 

図 3−11 宗谷地域の観光資源及び商業施設 
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（５）医療機関及び教育施設等の状況 

 本地域の医療機関（総合病院、診療所、クリニック、歯科）は、大部分が各市町村の市街

地に集積しています。市街地以外においても広範囲にわたり住民が散居している当管内で

は、自家用車や公共交通機関を利用して通院している住民もいます。 

 本地域の教育施設等（幼稚園、小学校、中学校）は、大部分が各市町村の市街地に集積し

ています。高等学校は、稚内市に２校、浜頓別町に１校、枝幸町に１校、豊富町に１校、礼

文町に１校、利尻町に１校と合計７校となっており、猿払村、中頓別町及び幌延町に居住し

ている高校生は稚内市、浜頓別町や豊富町等の高校に通学しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：国土数値情報 医療機関及び教育施設（国土交通省）

（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）等をもとに作成） 

図 3−12 宗谷地域の医療機関及び教育施設等の分布図（令和３年（2021 年）） 
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①通勤・通学の移動実態 

 本地域においては、企業や高校が集積している稚内市への移動が多くなっています。

また、水産加工業の盛んな猿払村や浜頓別町に周辺市町村から通勤している人も多くい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：総務省統計局「令和２年国勢調査」 

（https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2020/kekka.html）をもとに作成） 

図 3−13 通勤・通学の移動実態（令和 2年（2020 年）） 
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②医療機関受療に伴う移動実態 

 本地域においては、様々な診療科のある稚内市への通院が多くなっています。また、枝

幸町や幌延町は、名寄市への通院が多くなっています。離島においては、稚内市への通院

のほか、航空路を利用した札幌への通院といった現状もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：北海道総合保健医療協議会地域医療専門委員会資料（北海道保健福祉部） 

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/cis/iryokeikaku/等をもとに作成 

図 3−14 医療機関の受領に伴う移動図（令和３年（2021 年）） 
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